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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
花と緑と水のまち
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“
個
”な
く
し
て
、
チ
ー
ム
な
し

 

チ
ー
ム
な
く
し
て
、
勝
利
な
し

株式会社上沖産業は、県産野菜をメインに、らっきょう
やたくあんなど、漬物の加工・製造・販売を行う企業です。
工場の規模拡大に伴い、町と同社は平成 30 年に企業立
地協定を締結。現在、蓼池地区に本社・工場を有してい
ます。

株式会社上沖産業

●本社：三股町蓼池4688
●設立：平成元年４月
●従業員数：54人（10月現在）
●事業所：本社（蓼池）　
●電話：52-4521

私たち上沖産業は「農産物加工を通して地域に貢献
し、地元農業と成長を目指す」をモットーに、地域貢献
型の企業として活動してきました。

漬物を通じて、地元農業や県内企業などを応援し、三
股町を含めた「宮崎のためになること」をする。これが、
私たちの仕事であると考えています。

メイン事業である漬物の製造では県産・町産の野菜
にこだわり、県内外で高い評価をいただいています。ま
た現在、らっきょうの成分を使った化粧品の販売を予
定しています。地元農業を支え地域に貢献できるよう、
これからもモットーを大切にしながら進んでいきたい
と思います。

上
かみ

沖
おき

　和
かず

己
み

さん 代表取締役社長

企
業
デ
ー
タ

株式会社アサヒ建材は、建築資材、木工資材、建築
金物、左官材料や住宅設備機器などの販売を行う建材
専門の企業です。

町と同社は、平成 31 年、令和５年に立地協定を締
結。宮村地区に三股支店を有しています。

株式会社アサヒ建材

誘致企業とは、本町に進出、または増設を希望する企業の
うち、本町産業の振興と雇用の拡大を図ることを目的とした
「企業立地促進条例」に基づき、町が指定する企業です。
町は、立地協定を締結し雇用者数の確保など、一定の条件

を満たした企業に対して、工場等土地取得補助金、雇用奨励
金の交付や、固定資産税の免除などを行っています。

誘致企業
とは？

本町の誘致企業で、町と立地協定を締結してい
る企業を紹介！社員の皆さんに、「自分の会社の
推しポイント」を聞いてみました！

ウウチチオオシシ！！
推推 しし

わが社の この点は他社に
負けない！

この点は他社に
負けない！

充実した福利厚生！
充実した福利厚生！

働きやすい職場！働きやすい職場！

商品に自信あり
！

商品に自信あり
！

奨励措置の種類 奨励措置の内容
固定資産税の免除 3年間免除

雇用奨励金 20万円/1人
（情報サービス施設以外）

工場等土地取得補助金 土地取得価格の1/2
※限度額5,000万円

奨励措置は、業種や町内在住者の雇用か否かなど、さまざまな条件により
金額等が異なります。

奨励措置の紹介（一部）奨励措置の紹介（一部）

ウチオシウチオシ

らっきょうの成分を使った化粧品（今後販売予定）

●本社：都城市上長飯町5484-1
●設立：昭和59年10月
●従業員数：40人（10月現在）
●事業所：本社、三股支店（宮村）　
●電話：51-5589（三股支店）

令和５年から、小学生向けの工作ワーク
ショップ「サマスク」を、夏休み期間中に開催
しています。昨年は折り畳みテーブル、今年
はウッドチェア作りを行いました。今年は子
どもたちとその保護者、合計約 40 人に参加
していただきました。「また来年も参加したい
です」といった声もいただきうれしい限りで
す。「地域の子どもたちのために」と行ってい
るイベントですが、準備や運営を通じて、普
段コミュニケーションをとる機会が少ない、
ほかの従業員とも交流でき、私たち自身のモ
チベーションアップにもつながっていると感
じます。

伊
い

熊
くま

　健
けん

一
いち

さん 三股支店　店長　

企
業
デ
ー
タ

これまでの「サマスク」で作った作品

ウチオシウチオシ
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国民健康保険国民健康保険
皆さんの健康と医療を守る



　
　
　
　国

民
健
康
保
険(

以
下
：
国
保)
は
、

け
が
や
病
気
に
備
え
て
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
お
金
を
出
し
合
い
、
安
心
し
て
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
助
け
合
う
制

度
で
す
。

し
か
し
、
加
入
者
の
年
齢
構
成
も
年
々

高
く
な
り
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
人

が
多
い
な
ど
財
政
的
な
問
題
も
か
か
え
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
町
国
保
に
お
け
る
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
44
万
３
２
５
９
円

（
前
年
度
43
万
９
３
０
０
円
に
比
べ
約
０・

９
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
は

県
内
市
町
村
平
均
の
42
万
１
６
４
２
円
に

比
べ
2
万
１
６
１
７
円
高
い
額
で
26
市
町

村
の
中
で
19
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
な

が
ら
、医
療
費
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①�

緊
急
の
場
合
を
除
き
、平
日
の
時
間

内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

休
日
や
夜
間
の
緊
急
医
療
機
関
は
、
緊

急
性
の
高
い
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
ま
た
、
時
間
外
診
療
や
休
日
・

夜
間
の
受
診
は
割
増
料
金
と
な
り
、
自
己

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
急
病
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
は
、
診
療

時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②�「
は
し
ご
受
診
」を
や
め
、
信
頼
で

き
る「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま

し
ょ
う

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
を「
は
し
ご
受
診
」と
い
い

ま
す
。

　
「
は
し
ご
受
診
」
を
す
る
こ
と
は
、
医

療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、

重
複
す
る
検
査
や
投
薬
な
ど
で
、
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
ち
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
相
談

し
、
必
要
で
あ
れ
ば「
か
か
り
つ
け
医
」

か
ら
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
薬
の
も
ら
い
過
ぎ(

残
っ
て
い

る
薬
が
あ
る
の
に
、
必
要
以
上
に
も
ら
う

な
ど)

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
先
発
医
薬

品
：
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら

れ
た
薬
で
、
厚
生
労
働
省
で
新
薬
と
効
き

目
や
安
全
性
な
ど
が
同
じ
と
認
め
ら
れ
た

薬
で
す
。
新
し
い
薬
を
開
発
す
る
た
め
の

経
費
が
か
か
ら
な
い
分
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
は
安
い
価
格
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
は
医
療

費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
を
節
減

す
る
こ
と
は
、
自
己
負
担
の
軽
減
だ
け
で

な
く
、
国
保
の
保
険
料
な
ど
医
療
保
険
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
方
法
な
ど
は
、
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）は

医
師
で
は
な
い
た
め
、
施
術
の
行
為
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
が

使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
内
容
を
参
考
に
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

●
外
傷
性
の
捻
挫
、打
撲　

●�

医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
、
骨
折

の
応
急
処
置
、脱
臼
の
施
術

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

●�

日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
肩
こ

り
、腰
痛
な
ど

●�

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期

の
施
術

●�

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

改
善
の
た
め
の
施
術

柔
道
整
復
師
の
正
し
い
か
か
り
方

三股町国民健康保険

一
人
当
た
り
の
医
療
費

国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み

●�生活習慣病を未然に防ぐためには、適度な運動と規則正しい食生活を心掛け、喫煙や飲酒に注意
し、肥満を予防することが大切です。心筋梗塞や脳卒中の前兆となる「メタボリックシンドロー
ム」を早期に発見して病気を予防するためにも、年に１回は健診を受けましょう。
●�町国保では、４０歳以上の人を対象として生活習慣に重点を置いた特定健診を毎年実施しています。
●個別健診：指定医療機関で６月～ 12月に実施
　※受診する前に医療機関に予約が必要です。※自己負担は無料です。※詳しくは町公式サイトを確認してください。
●集団健診：各地区分館などで6月～ 11月に実施。自己負担は無料です。

日ごろの「健康づくり」と「予防」を！

●実 施 日　11月16日 (日)   
●受付時間　午前８時45分～ 10時30分
●場 所　町健康管理センター
●自己負担　無料
●対 象 者　40歳～74歳の町国保の加入者
　　　　　　75歳以上（後期高齢者医療制度の加入者）

●必要なもの
　①本人確認書類（マイナ保険証・免許証など）
　②�受診票（横長の二つ折りで対象者には事前に個別
郵送しています）

今年度最後の集団健診です

※�受診票がない場合は再発行ができますので、国保年金係
(☎52-9632)に連絡してください。

令和 6年度町国保　疾病別　医療費が高い順位
１位：腎不全　２位：その他の悪性新生物（腫瘍）　３位：糖尿病
4位：統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害　5位：その他の心疾患

　マイナンバーカードは健康保険証として利用できます
①データに基づく最適な医療が受けられる
本人の同意に基づき、過去に処方されたお薬や特定健診などの情報が医師・薬剤師に共有できるようになり
(※ )、データに基づく最適な医療が受けられるようになります。
※�マイナンバーカードを健康保険証として利用し、医師等と過去の情報を共有した場合には、健康保険証で受診
した場合と比べて、初診時などの医療機関・薬局での窓口負担が低くなります。

②手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除
限度額適用認定証などがなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除されます。
※紙の限度額適用認定証なども今までどおり使用することができます。

マイナンバーカードを健康保険証として利用するための初回登録の方法

●４つの方法で利用登録できます
①「マイナポータル」から行う
②セブン銀行ATMから行う
③医療機関・薬局の受付で行う
④町役場町民保健課で
　「登録サポート」を利用
　（４桁の暗証番号が必要）

※�「利用者用電子証明書」（カードに手書きで書かれている日付）
が有効期間内である必要があります。

※�厚生労働省公式サイトでご利用可能な医療機
関・薬局が公開されています。

�厚生労働省→

●利用登録しているか分からないときは
マイナンバーカードのケース
に次のシールが貼ってある人
は利用登録さ
れています。

保険証
設定済み

保険証
（2021.3予定）

� ↑
健診の詳細は
こちらから

皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
を
守
る

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
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「
デ
イ
ラ
イ
ト
・
セ
ー
ビ
ン
グ
・

タ
イ
ム
」を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
実
は
私
も
、
３
月
と

11
月
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
家

族
に
電
話
す
る
た
び
に「
今
、
向

こ
う
は
何
時
だ
っ
け
？
」と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
夏
時
間（
デ
イ
ラ

イ
ト・セ
ー
ビ
ン
グ・タ
イ
ム
）は
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
時
計
を
１
時

間
進
め
る
制
度
で
す
。
そ
の
目
的

は
、
早
朝
の
光
を
夕
方
に
移
す
こ

と
で
、
人
々
が
活
動
す
る
時
間
を

よ
り
長
く
明
る
く
し
、
仕
事
後
の

買
い
物
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
で

は
夏
時
間
の
ル
ー
ル
が
州
や
都
市

ご
と
に
異
な
り
、「
時
計
の
混
乱
」

と
呼
ば
れ
る
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
交
通
機
関
や

放
送
業
界
は
、
こ
の
一
貫
性
の
な

い
時
間
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

こ
の
混
乱
を
解
決
す
る
た
め

１
９
６
６
年
に「
統
一
時
間
法
」が

制
定
さ
れ
、
開
始
・
終
了
日
が
全

国
で
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

ア
リ
ゾ
ナ
州
や
ハ
ワ
イ
州
の
よ
う

に
不
参
加
の
州
も
あ
り
、
現
在
は

３
月
第
２
日
曜
か
ら
11
月
第
１
日

曜
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
は

時
間
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
と
て

も
楽
で
好
き
で
す
。

地域おこし協力隊通信 vol.68

山
本
マ
リ
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
る
ナ
ス
が
五
個
採
れ
し
今
夜
の
食
卓
ナ
ス
三
昧

排
球
で
鍛
え
た
指
は
節
太
で
フ
ロ
ア
に
描
い
た
汗
の
青
春

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
高
崎
中
学
校
一
年
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
青
年
団
、
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
の
全
国
大
会
へ
と
続
き
ま
し
た
。
今
は
月
・
木
曜
日

の
午
前
中
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

321

小
牧
照
子

ナ
ス
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
朝
夕
水
か
け
大
事
に
育
て
て
い
た

ら
五
個
も
実
を
つ
け
、
大
好
き
な
ナ
ス
料
理
を
た
く
さ
ん
作
り
ま

し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『綱 引』

三股中学校運動会にて

１０月１２日（日）、三股中学校で体
育大会が開催されました。写真は、
３年生団技「綱引き」の様子です。
綱引きでは「どちらが優勢か」「ど
んな表情か」と、つい最前線にばか
り注目することことも・・・。しかし、
最後方で懸命に綱を引く姿にも胸
を打たれました。一人の力がチー
ムの力になり、勝利をもたらす。与
えられた場所で全力を尽くす姿に、
あらためてチームワークの大切さ
を学びました。

　　
　
　C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

『命を弄ぶふたりたち』
本番の様子

三股町総合文化施設

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

今
年
度
も
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い

た
読
書
感
想
文
・
感
想
画
が
多
数
集
ま
り
、

３
４
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
入
賞
し
た
作
品
は
、
11
月
８
日
（
土
）、

９
日（
日
）に
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
町
文

化
祭
で
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
が
天
井
耐
震
工
事
中
た
め
、

館
内
で
の
作
品
展
示
は
行
い
ま
せ
ん
。
入
賞

者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
り
、
入
選
作
品
集

「
さ
つ
き
」
を
配
布
し
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

次
の
期
間
、
図
書
館
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

返
却
本
に
つ
い
て
は
、
北
側
返
本
ポ
ス
ト
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
南
側
返
本
ポ
ス
ト

は
、
工
事
の
た
め
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

●�

11
月
８
日
（
土
）（
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催

の
た
め
）

●�

11
月
21
日（
金
）
～
12
月
１
日（
月
）（
図
書

館
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
）

◆�

休
館
案
内（
13
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

10
月
27
日（
月
）～
11
月
９
日（
日
）は
秋
の

読
書
週
間
で
す
。
期
間
中
、
読
書
を
楽
し
く

す
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
か
し
だ
し
体
験

借
り
る
本
を
自
分
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
な

ぞ
っ
て
手
続
き
で
き
る「
か
し
だ
し
体
験
」を

行
い
ま
す
。
※
対
象
は
小
学
生
ま
で

　
【
期
間
】10
月
28
日（
火
）～
11
月
９
日（
日
）

●
閉
架
書
庫
の
見
学

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
閉
架
書
庫
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
読
み
た
い
本
を
見

つ
け
た
ら
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
見
学

を
希
望
す
る
人
は
、
職
員
に
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

　
【
期
間
】
11
月
５
日
（
水
）・
６
日
（
木
）

※
正
午
～
13
時
は
除
く

●
壁
面
展
示 

～
秋
の
収
穫
祭
～

果
物
な
ど
秋
の
味
覚
を
彩
っ
た
し
お
り
を

壁
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
配
布
し
ま
す
。
読
書
の

お
供
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
期
間
】
11
月
１
日
（
土
）～
９
日
（
日
）

耐
震
工
事
期
間
中
の
ホ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て

町
立
文
化
会
館
は
７
月
～
令
和
８
年
３
月

の
期
間
、
天
井
耐
震
工
事
の
た
め
、
ホ
ー
ル

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
次
の
施
設

利
用
貸
出
の
受
け
付
け
は
、
行
っ
て
い
ま
す
。

①�【
令
和
７
年
度
分
の
会
議
室
・
練
習
室
の
利

用
貸
出
】
利
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら
前
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

②�【
令
和
８
年
度
分
の
ホ
ー
ル
利
用
貸
出
】利

用
日
の
１
年
前
の
同
日
か
ら
２
週
間
前
ま

で
受
け
付
け
ま
す
（
休
館
日
と
重
な
っ
た

場
合
は
次
の
日
）。

※�

電
話
で
の
事
前
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま

せ
ん
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
工
事
中
で
す

10
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

天
井
耐
震
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
中

は
、
南
側
の
正
面
玄
関
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ

は
、
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
貸
出
の
申

請
な
ど
来
訪
の
際
は
、
北
側
玄

関
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お好きなものを 1 つどうぞ！ 
～秋の収穫祭～

令和 6 年度読書感想文・感想画
コンクール展示の様子

百
年
前
の
文
学
作
品
を
、
味
わ
う

８
月
29
日
（
金
）
～
31
日
（
日
）、「
片
隅
企

画
」
に
よ
る
『
命
を
弄
ぶ
ふ
た
り
た
ち
』
を
三

股
駅
内
多
目
的
ホ
ー
ル「
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ
」で

上
演
し
ま
し
た
。

　
「
片
隅
企
画
」
は
、
愛
媛
県
を
拠
点
に
全
国

で
活
躍
す
る
舞
台
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、
20

代
の
若
い
団
員
た
ち
に
よ
る
劇
団
で
す
。

上
演
し
た
の
は
、
大
正
、
昭
和
の
劇
作
家
・

岸き
し

田だ

國く
に

士お

が
大
正
14
年
に
書
い
た
、
短
編
戯

曲
２
人
芝
居『
命
を
弄
ぶ
男
ふ
た
り
』を
、
男

女
４
人
の
物
語
に
再
構
成
し
た
も
の
で
す
。

線
路
沿
い
の
空
地
に
死
に
来
た
俳
優
の
男

と
、
包
帯
を
顔
に
巻
い
た
男
の
原
作
の
物
語

に
、
同
じ
く
死
に
来
た
女
性
俳
優
と
、
包
帯

を
顔
に
巻
い
た
男
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語

が
交
差
す
る
、「
命
」と「
恋
愛
」の
物
語
。
観

客
は
、
４
人
の
若
い
俳
優
に
よ
る
熱
く
洗
練

さ
れ
た
舞
台
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
、
百

年
前
の
文
学
作
品
を
、
駅
の
小
さ
な
劇
場
で

鑑
賞
し
ま
し
た
。

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

～
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、
深
呼
吸
～

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

昨年、初めて彼岸花を見ました。韓国では一度も見たことがな

く、初めて見た彼岸花の美しさに感動が残ったまま一年が過ぎ、

また彼岸花の季節が来ました。今年は天気のせいで花が枯れるの

も早い気がしますが、ドライブしながらたくさんの彼岸花を見る

ことができました。秋の花と言えばコスモスもありますね。長田

峡へ向かう道沿いのコスモスがとても綺麗で秋を感じられます。

また、日本でも読書の秋、食欲の秋、芸術の秋…といいますが、

韓国でも全く同じ表現をします。観光地で有名な清渓川（チョン

ゲチョン）沿いでは、ライトアップをして野外図書館として読書

を楽しむことができるなど、秋を楽しむイベントがたくさんあり

ます。皆さんはどんな秋を過ごされますか？肌寒くなる季節です

ので、体調にお気をつけて、秋を楽しみましょう。

「日韓交流の秋」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

피안화(ピアヌァ＝彼岸花）

코스모스(コスモス）

독서의 계절,가을

「デイライト・セービング・タイム」

読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

ライト・デレック

(トクソエ ケジョル, カウル＝読書の季節、秋）
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題話のちま

「
温
故
知
新
の
会
」の
田
上
さ
ん

戦
時
中
の
体
験
を
勝
岡
小
児
童
に

９
月
17
日（
水
）、前
目
温
故
知

新
の
会（
田た

上が
み

富と
み

雄お

代
表
）に
所
属

す
る
田た

上が
み

末す
え

雄お

さ
ん
が
、母
校
の

勝
岡
小
学
校
で
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
に
、戦
時
中
の
体
験
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
２
年
生
時
に
太
平
洋
戦
争

が
開
戦
し
、４
年
生
時
に
戦
争
で

兄
を
亡
く
し
た
田
上
さ
ん
。講
話

で
は
当
時
の
衣
食
住
や
学
校
生
活

の
様
子
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。児

童
か
ら
は「
戦
時
中
、
食
べ
物
は

配
給
さ
れ
ま
し
た
か
」や「
な
ぜ
、

町
内
に
飛
行
場
が
あ
っ
た
の
で
す

か
」な
ど
、
多
く
の
質
問
が
出
ま

し
た
。

Topics

町
商
工
会
青
年
部
で

焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催

「
運
動
場
を
畑
に
し
て
食
べ
物
を
つ
く
っ
た
話
を
聞
い

て
驚
き
ま
し
た
。ま
た
、軍
の
人
た
ち
が
小
学
校
を
使
い
、

児
童
が
餅
原
地
区
の
公
民

館
に
移
っ
た
話
は
、と
て
も

理
不
尽
だ
と
思
い
ま
し
た
」

丸ま
る

山や
ま

慶け
い

悟ご

さ
ん

（
勝
岡
小
６
年
）

三
股
町
青
年
協
議
会「
き
ず
な
」

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
の
場
を

10
月
５
日（
日
）、三
股
町
青
年

協
議
会
き
ず
な（
前ま

え

田だ

修し
ゅ
う

二じ

会
長
）

が
、
櫻
美
学
園
高
校
で「
体
験
し

て
み
よ
う 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
」

を
開
催
し
、保
護
者
を
含
め
て
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
人
と
子
ど
も
、
ま

た
異
な
る
小
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
る

た
め
に
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
回
は
、
町
内
の
小
学
４
～

６
年
生
を
対
象
に
、櫻
美
学
園
高

校
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
の
協
力
も
得
て

開
催
。テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
を
使
っ

た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
呼
び
掛
け

10
月
１
日（
水
）、ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
三
股
店
で
、

町
社
会
福
祉
協
議
会（
木き

佐さ

貫ぬ
き

辰た
つ

生お

会
長
）の
職
員
が「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、さ
ま

ざ
ま
な
住
民
が
役
割
を
持
ち
、支

え
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て
募

金
を
呼
び
掛
け
る
、全
国
的
な
取

り
組
み
で
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
例

年
、
集
ま
っ
た
募
金
を「
み
ま
た

ん
宅
食
ど
う
ぞ
便
」な
ど
の
事
業

で
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
呼
び
掛
け
の
ほ
か
、自

治
公
民
館
を
通
じ
て
、
ま
た
、
募

金
箱
の
設
置
を
通
じ
て
募
金
を
呼

び
掛
け
、町
内
の
福
祉
事
業
な
ど

に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
教
室

め
が
ね
橋
で
カ
ヌ
ー
体
験

「
初
め
て
カ
ヌ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。最
初
は
川
に
落

ち
る
の
が
怖
か
っ
た
で
す
。周
り
の
経
験
者
に
教

え
て
も
ら
っ
た
り
し
て

漕
げ
る
よ
う
に
な
り
、と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

原は
ら

田だ

章し
ょ
う

大た

朗ろ
う

さ
ん

（
勝
岡
小
４
年
）

参
加
者

９
月
20
日（
土
）、土
曜
学
習
事

業「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
教
室
」の
一

環
で
、カ
ヌ
ー
体
験
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、み
ま
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
総
合
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
て
い
る

町
の
委
託
事
業
。
地
域
の
人
材
や

豊
か
な
社
会
資
源
を
活
用
し
た
体

験
学
習
活
動
を
提
供
す
る
た
め
、

町
内
の
小
学
４
年
生
以
上
の
児
童

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

体
験
は
梶
山
橋（
め
が
ね
橋
）周

辺
で
行
わ
れ
、講
師
が
安
全
上
の

注
意
、カ
ヌ
ー
の
漕
ぎ
方
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、児
童
26
人
が
カ

ヌ
ー
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

長
田
小
学
校
で
体
験
学
習

児
童
が「
長
田
小
米
」を
収
穫

10
月
10
日（
金
）、長
田
小
学
校

（
内う

ち

村む
ら

貴た
か

久ひ
さ

校
長
）の
学
校
田
で
、

同
校
児
童
が「
長
田
小
米
」の
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、作
物
を
育
て
る
喜
び

を
感
じ
て
、長
田
地
区
の
豊
か
な

自
然
の
恵
み
を
味
わ
う
た
め
に

行
っ
て
い
る
体
験
学
習
。地
元
関

係
者
な
ど
の
協
力
の
も
と
田
植
え

や
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や

で
販
売
す
る
予
定
の
ほ
か
、11
月

に
は
収
穫
し
た
米
や
校
内
の
畑
で

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
て

調
理
体
験
を
行
う「
収
穫
祭
」も
予

定
し
て
い
ま
す
。

９
月
27
日（
土
）、
町
ふ
れ
あ

い
中
央
広
場
で「
み
ま
た
ん
焼
肉

カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
２
５
in
夏
祭
り

～
み
ま
た
の
夜
に
、美
味
し
さ
と

笑
顔
が
集
う
一
夜
～
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
商
工
会
青
年
部

（
園そ

の

田だ

裕ゆ
う

樹き

部
長
）が「
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
、食
と
音
楽
で
盛

り
上
が
る〝
夏
の
終
わ
り
の
感
謝

祭
〟」「
本
格
焼
肉
セ
ッ
ト
と
地
元

食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、三

股
の
魅
力
を
再
発
見
！
」の
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
に
開
催
し
た
も
の

で
す
。

事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い

た
焼
肉
セ
ッ
ト
は
、
予
定
数
の

５
０
０
セ
ッ
ト
が
完
売
す
る
盛
況

ぶ
り
。
ま
た
会
場
で
は
、
焼
き
そ

ば
や
ク
レ
ー
プ
な
ど
の
出
店
も
並

び
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
は
午
後
８

時
30
分
頃
ま
で
開
催
さ
れ
、会
場

は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

「
ほ
か
の
小
学
校
に
通
う
知
ら
な
い
人
と
競
い

合
う
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。ま
た
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
で
す
」

菊き
く

村む
ら

颯そ
う

太た

さ
ん

（
勝
岡
小
５
年
）

参
加
者

「
去
年
は
、
甘
く
て
お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま

し
た
。自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
な
の
で
、
今

年
も
家
で
食
べ
る
の
が

楽
し
み
で
す
」

上か
み

﨑ざ
き

葵あ
お

依い

さ
ん

（
長
田
小
４
年
）

Topics

「
全
力
盛
瞬
」

三
股
中
学
校
体
育
大
会

10
月
12
日（
日
）、三
股
中
学
校

（
本ほ

ん

田だ

正ま
さ

治は
る

校
長
）で
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
全
力

盛
瞬
～
汗
も
涙
も
ア
オ
ハ
ル
の
１

ペ
ー
ジ
～
」。
各
団
か
ら
は
、
団

技
、徒
競
走
や
リ
レ
ー
の
た
び
に

自
分
の
団
の
選
手
へ
声
援
と
競
技

結
果
へ
の
歓
声
、そ
し
て
競
技
に

出
場
し
た
全
員
の
健
闘
を
称
え
る

拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
も
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
る
な
ど
、盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

生
徒
、保
護
者
や
運
営
す
る
教

職
員
た
ち
は
こ
ま
め
に
水
分
補
給

を
行
い
な
が
ら
暑
さ
を
し
の
ぎ
、

大
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
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せら知お

令
和
８
年
三
股
町
は
た
ち
の
成
人
式

を
、次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）

受
付
…
午
前
９
時
50
分
～
10
時
20
分

式
典
…
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
（
予
定
）

●
会
場
＝
三
股
中
学
校
体
育
館

※�

町
立
文
化
会
館
が
改
修
工
事
中
の
た

め
、例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

●�

対
象
者
＝
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

対
象
者
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
に
掲
載
し
た
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
、
電
話
で
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課 

生
涯
学
習
係　

☎
52
－
９
３
１
１

毎
年
、
多
く
の
個
人
・
団
体
が
出
展
す

る「
三
股
町
文
化
祭
」を
、
今
年
も
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。絵
画
・
書
・
木
工
・

陶
芸
な
ど
、
各
分
野
の
芸
術
作
品
が
一
堂

に
展
示
さ
れ
ま
す
。
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

と
同
日
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
、

ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料

で
す
。

●
日
時
＝

11
月
８
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
９
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
町
体
育
館

※�

町
立
文
化
会
館
が
改
修
工
事
中
の
た

め
、例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

●
日
時
＝
12
月
13
日（
土
）

第
一
部
：
午
前
10
時
～
正
午　

第
二
部
：
午
後
１
時
～
３
時

●
会
場
＝
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
容
＝

　

�【
第
一
部
】「
植
物
バ
イ
オ
入
門
～
無
菌

培
養
に
よ
る
キ
ク
の
増
殖
と
鉢
上
げ
～
」

　
�【

第
二
部
】「
簡
単
で
リ
ア
ル
な
生
き
物

の
折
り
紙
２
０
２
５
」

●�
対
象
＝
三
股
町
、
都
城
市
、
曽
於
市
、

志
布
志
市
在
住
の
人

※�

第
一
部
・
第
二
部
、
い
ず
れ
か
の
み
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
定
員
＝
各
30
人（
先
着
順
）

●
参
加
料
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
11
月
28
日（
金
）ま
で
に

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
南
九
州
大
学

　
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
担
当

　
☎
21
－
２
１
１
１

　
「
第
９
回
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま

ら
そ
ん
」大
会
は
多
く
の
参
加
者
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
20
歳
以
上
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人
は
、11
月
27
日（
木
）ま
で
に
、事

務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
実

行
委
員
会
事
務
局（
教
育
課　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
内
）☎
52
－
９
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
52
－
９
７
２
４

メ
ー
ル
：sports@town.mimata.miyazaki.lg.jp

町
で
は
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
学
校
給
食
費

や
学
用
品
費
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
援
助

し
て
い
ま
す
。

●�

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
＝
生

活
保
護
受
給
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
お
り
、
町
就
学
援
助
規
則
第
２
条

に
該
当
す
る
保
護
者
。

※�

認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
、
所
得

状
況
、
就
労
状
況
、
家
賃
額
、
自
動
車

残
価
な
ど
に
よ
っ
て
は
支
給
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
＝

・�

各
学
校
に
用
意
し
て
あ
る「
就
学
援
助

費
受
給
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
お
子
さ
ん
の

在
学
す
る（
新
小
学
１
年
生
は
就
学
時

健
康
診
断
を
受
け
た
）学
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・�
申
請
書
は
、
学
校
ご
と
に
１
枚
必
要
で

す
。

・�

現
在
受
給
中
の
人
も
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

●
提
出
期
限
＝

①�

新
小
学
１
年
生
…
12
月
15
日（
月
）ま

で
に
就
学
時
健
康
診
断
を
受
け
た
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

就
学
時
健
康
診
断
を
受
け
た
学
校
へ
各

自
取
り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�

そ
の
ほ
か
の
学
年
…
お
子
さ
ん
が
在

学
す
る
学
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
就
学
援
助
希
望
調
査
で〝
希
望

し
ま
す
〟と
回
答
し
た
人
に
は
在
学
す

る
学
校
を
通
し
て
申
請
書
を
配
付
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
学
校
教
育
係

☎
52
－
９
３
１
４

町
内
の
小
学
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
学

区
域
が
定
め
ら
れ
て
あ
り
、
皆
さ
ん
が
住

む
通
学
区
域
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
三
股
西
小
学
校
区

の
下
新
馬
場
、
稗
田
、
東
植
木
、
西
植
木

の
４
地
区
に
つ
い
て
は
、
調
整
区
域
制
度

の
利
用
申
請
を
し
て
、
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
三
股
小
学
校
へ
通
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
通
学
を
希
望
す
る
保
護
者
は
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
学
年
＝

令
和
８
年
度
の
新
入
学
児
童

●�

申
請
方
法
＝「
通
学
区
域
外
通
学
申
請

書
」を
学
校
教
育
係
窓
口
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
学
校
教
育
係（
中
央
公
民

館
内
）に
あ
り
ま
す
。

●
受
入
人
数
＝
５
人

申
請
期
間
＝
11
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
～
11
月
28
日（
金
）

●�

許
可
決
定
＝
申
請
が
あ
っ
た
保
護
者

せら知お  

●�

許
可
決
定
＝
申
請
が
あ
っ
た
保
護
者

に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す（
12
月
中
旬

頃
）。

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※�

通
学
は
、
基
本
的
に
保
護
者
の
送
迎
と

し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行
し
て

い
ま
す
が
、
定
員
が
あ
り
、
希
望
者
多

数
の
場
合
に
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※�

申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
就
学
指

定
小
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
学
校
教
育
係

☎
52
－
９
３
１
４

●�

日
時
＝
11
月
８
日（
土
） ～
12
月
７
日

（
日
）、午
後
５
時
～
８
時

●
会
場
＝
長
田
峡
公
園

●
主
催
＝
町
観
光
協
会

●�

共
催
＝
長
田
峡
き
ら
め
き
隊
、
宮
崎
を

光
で
か
え
る
委
員
会

●�

そ
の
他
＝
イ
ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
や
紅

葉
状
況
は
町
公
式
観
光
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
長
田
峡
き
ら
め
き
隊

　
（
長
田
地
区
過
疎
対
策
協
議
会
）

　
☎
54
－
１
２
８
６　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
崎
県
の
最
低
賃
金
が
11
月
16
日（
日
）

か
ら「
時
間
額
１
０
２
３
円
」に
改
定
さ

れ
ま
す
。
最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
、
県
内
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
最

低
賃
金
の
算
定
を
す
る
と
き
は
、
次
の
賃

金
は
算
入
し
ま
せ
ん
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
②
１
カ
月
を

超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
賞
与
な
ど
）③
時
間
外
割
増
賃
金
、休
日

割
増
賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金
④
精
皆
勤
手

当
⑤
通
勤
手
当
⑥
家
族
手
当

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部 

賃
金
室　

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
８
３
６

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
で
は
、
県
内
に
設
置
し

て
い
る
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
７
局
の
う
ち
、
３
局

の
ラ
ジ
オ
局
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
対

象
の
エ
リ
ア
で
は
Ａ
Ｍ
放
送
が
休
止
し
て

も
全
く
同
じ
内
容
を
Ｆ
Ｍ
90
・
４
㍋
㌹
で

放
送
し
て
い
ま
す
。

●�

休
止
す
る
局
＝
都
城
・
小
林
・
日
南
ラ

ジ
オ
局

●�

対
象
エ
リ
ア
＝
三
股
町
、
都
城
市
、
小

林
市
、え
び
の
市
、日
南
市
、高
原
町

●�

休
止
期
間
＝
12
月
１
日
～
令
和
８
年
９

月
30
日

※�

防
災
・
災
害
情
報
に
つ
い
て
は「
三
股

町
防
災
ア
プ
リ
」か
ら
で
も
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

・
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
休
止
に
つ
い
て

　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
放
送
技
術
部

　
☎
０
９
８
５－
27
－６
８
３
６

・
防
災
情
報
の
周
知
に
つ
い
て

　
総
務
課　
危
機
管
理
係

　
☎
52
－１
１
１
０

に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す（
12
月
中
旬

頃
）。

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※�

申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
就
学
指

定
小
学
校
で
あ
る
三
股
西
小
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
学
校
教
育
係

☎
52
－
９
３
１
４

小
規
模
特
認
校
制
度
と
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
中
で
小
規
模
校
の
特
性
を
生

か
し
、
心
身
の
健
康
増
進
・
体
力
づ
く
り

と
と
も
に
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
豊
か
な
人
間

性
を
育
て
た
い
と
希
望
す
る
児
童
と
保
護

者
に
一
定
の
条
件
の
も
と
、
通
学
区
域
外

か
ら
の
転
入
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

●�

対
象
学
校
＝
梶
山
小
学
校
・
長
田
小
学

校
●�

対
象
学
年
＝
全
学
年
・
令
和
８
年
度
の

新
入
学
児
童

●�

申
請
方
法
＝「
通
学
区
域
外
通
学
申
請

書
」を
学
校
教
育
係
窓
口
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
学
校
教
育
係（
町
中
央
公

民
館
内
）に
あ
り
ま
す
。

●
受
入
人
数
＝

・�

梶
山
小
学
校
…
新
入
学
児
童（
４
人
程

度
）、ほ
か
の
学
年（
若
干
名
）

・�

長
田
小
学
校
…
新
入
学
児
童（
４
人
程

度
）、ほ
か
の
学
年（
若
干
名
）

●�

申
請
期
間
＝
11
月
４
日（
火
）

～
11
月
28
日（
金
）

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

愛
の
ご
寄
付

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

飯い
い

田だ

理り

恵え

子こ

夫

義よ
し

一か
ず

79

上
米

3
万
円

下し
も

石い
し

寅と
ら

男お

父

好よ
し

秋あ
き

93

高
畑

3
万
円

出で

水み
ず

義よ
し

一か
ず

母

信の
ぶ

子こ

88

谷

3
万
円

碇い
か
り

山や
ま

孝た
か

子こ

義
母
ヨ
シ
エ
98

仮
屋

3
万
円

上か
み

水み
ず

景け
い

子こ

母

タ
ケ

77

櫟
田

2
万
円

令
和
８
年
三
股
町
は
た
ち
の
成

人
式
を
開
催
し
ま
す

「
三
股
町
文
化
祭
」を
開
催
し

ま
す

「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す

「
第
９
回
み
ま
た　
霧
島
パ
ノ

ラ
マ
ま
ら
そ
ん
」の
交
通
誘
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

令
和
8
年
度
三
股
町
就
学
援
助

希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

令
和
８
年
度
調
整
区
域
制
度
利

用
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

令
和
８
年
度 

小
規
模
特
認
校

制
度
利
用
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す

「
長
田
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」を
開

催
し
ま
す

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

一
部
Ａ
Ｍ
局（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
）

の
運
用
を
休
止
し
ま
す

町防災アプリ
（android）

町防災アプリ
（ios）

申し込みはこちら町公式観光サイト
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ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
や
心
理
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
歌
と
演
奏
で
絵
本
と
音
楽
の
時
間
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
11
月
18
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
大
会
議
室

※
要
予
約

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

※
要
予
約

双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
る

保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。
身
体
計
測
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
み
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
11
月
20
日（
木
）

●
期
日
＝
12
月
４
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝

　
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝

令
和
７
年
９
月
生
ま
れ
、

令
和
７
年
５
月
生
ま
れ
、

令
和
６
年
11
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

　
（�

お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
11
月
20
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
６
年
３
～
４
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
12
月
11
日（
木
）

●
受
付
時
間=
午
後
１
時~

１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
５
年
６
～
７
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

祉福と健保

き
起
こ
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
々
の
小
さ
な
心
掛
け
に
よ

り
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
食
後
に
は
丁
寧
に
歯
を
磨
き
、
入
れ

歯
を
使
う
人
は
就
寝
前
に
外
し
て
清
潔
に

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
う
が
い
を
こ
ま

め
に
行
う
こ
と
も
効
果
的
で
、ま
た「
パ
・

タ
・
カ
・
ラ
」と
声
を
出
し
て
口
を
大
き

く
動
か
す
体
操
は
、
飲
み
込
む
力
を
保
つ

助
け
と
な
り
、
笑
顔
を
保
つ
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

食
事
の
際
に
は
よ
く
噛
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
材
を
取
り
入
れ
て
栄
養
の
偏
り
を
防

ぐ
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
医

院
で
定
期
的
に
診
察
を
受
け
る
こ
と
も
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

口
腔
内
の
健
康
は「
食
べ
る
喜
び
」「
語

ら
う
楽
し
み
」を
守
る
だ
け
で
な
く
、
全

身
の
健
や
か
さ
を
支
え
る
基
盤
で
す
。
常

に
心
掛
け
て
、
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
12
月
４
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
要
予
約

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
12
月
10
日（
水
）　

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●
場
所
＝

　
大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
12
月
12
日（
金
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所
＝
大
会
議
室

※
要
予
約

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
11
月
17
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の=

室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「
11
月
９
日（
日
）～
11
月
15
日（
土
）は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
！
」

糖
尿
病
の
あ
る
人
は
、
あ
な
た
と
同
じ

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
で
す
。

近
年
、
糖
尿
病
の
治
療
は
飛
躍
的
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
そ
の
一
方
で
、

糖
尿
病
へ
の
誤
解
や
偏
見
に
よ
り
就
学
や

就
職
、
結
婚
、
マ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
の
夢
を

絶
た
れ
る
人
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
誤
解
や
偏
見
を
な
く
す
に
は
、

一
人
で
も
多
く
の
人
の
理
解
が
必
要
で

す
。こ
の「
全
国
糖
尿
病
週
間
」を
き
っ
か

け
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
調
べ
、
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。町

公
式
サ
イ
ト
に
も
、糖
尿
病
記

事
を
載
せ
て
い
ま
す
。

口
腔
内
の
健
康
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
特
に
高
齢
者
は
一

層
の
注
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
と
、歯
ぐ
き
が
弱
ま
り
、

唾
液
の
分
泌
が
減
る
こ
と
で
細
菌
が
増
え

や
す
く
な
り
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
が
進

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
様
々

な
病
気
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
口
の
中
の
細

菌
が
肺
へ
入
り
込
み
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
引

　祉福と健保

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

１
歳
６
か
月
児
健
診

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

音
楽
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

お
は
な
し
か
い

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

11
月
14
日
は
、世
界
糖
尿
病
デ
ー

で
す

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

口
腔
内
の
健
康
を
意
識
し
て
い

ま
す
か
？

子
ど
も

全
国
の
児
童
相
談
所（
２
３
２
カ
所
）

の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
５
年
度
は

22
万
５
５
０
９
件
に
も
の
ぼ
り
、
過
去
最

多
と
な
り
ま
し
た（「
令
和
６
年
度
児
童

相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談
へ
の
対

応
状
況（
宮
崎
県
）」よ
り
）。ま
た
、令
和

６
年
度
の
県
内
の
児
童
相
談
対
応
件
数
は

１
９
８
７
件（
こ
ど
も
家
庭
庁「
令
和
５

年
度 

児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待

相
談
対
応
件
数
」よ
り
）。令
和
５
年
度
と

比
較
し
て
10
・
94
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
悩
み

や
不
安
に
寄
り
添
う
、
町
の
相
談
窓
口
で

す
。
児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
両
面
か

ら
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
開
設
場
所
＝

・
福
祉
課
児
童
福
祉
係

・
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
時
間
＝

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※
月
～
金
曜
日

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

●
相
談
受
付
内
容
＝

・
妊
娠
、出
産
、産
後
に
関
す
る
こ
と

・
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

・
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
に
関
す
る
こ
と

・�

子
ど
も
や
家
庭
の
問
題（
児
童
虐
待
な

ど
）に
関
す
る
こ
と

●
相
談
方
法
＝
電
話
ま
た
は
来
所

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
36
－
４
０
１
１
／
☎
52
－
９
０
６
０

町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
52
－
８
４
８
１

11
月
は「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児

童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」期
間
で
す

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す

知らせよう　
あなたが　
あの子の声になる

標 語

足もと元気教室
●日程＝11月15日～12月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
11月21日(金)

12月５日(金)

2地区 午後１時30分～３時 第2地区交流プラザ 12月４日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 12月11日(木)

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 11月19日(水)

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 11月20日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
11月20日(木)

12月４日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター 12月３日(水)

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 11月17日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 11月19日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
11月26日(水)

12月10日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 12月１日(月)

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 12月12日(金)

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 11月28日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
11月26日(水)

12月10日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分
補給用の飲み物

※�11月1日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参
照ください。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第16位／令和７年８月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和７年10月１日現在） ◦男／11,729人◦女／13,303人◦合計／25,032人（前月比−37人）
◦世帯数／10,440戸（−4戸）◦出生／7人◦死亡／21人◦転入／64人◦転出／87人

12月1日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。

●固定資産税（第3期）
●国民健康保険税（第5期）

口座振替は 11 月 25 日（火）です。
やむを得ず口座振替できなかったときは、12 月 10

日（水）に再振替を行います。前日までに預貯金口座の
残高確認をお願いします。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「納税相談」を利用してください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わ

ぬ事故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情が
あって、納期限内に納税できない、また一度に納める
ことが難しいといった場合には、早めに相談してくだ

さい。
年度を繰り越す滞納とならないよう、各種納税相談

を受け付けています。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

町税の納め忘れはありませんか
町税の納付をうっかり忘れるなどして納期限を過ぎ

ると、滞納として督促状が送られ、本来納めるべき税
額のほかに督促手数料や延滞金も併せて納めなければ
ならない場合があります。

また、滞納したままで放置すると、財産の差し押さ
えなどの滞納処分を受けることにもなります。町税は
納期限内に完納しましょう。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３
スポーツの日

４ ５ ６ ７ ８
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

９ 10 11 12 13 14 15
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

16 17 18 19 20 21 22
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

23
勤労感謝の日

24
振替休日

25 26 27 28 29
可燃物 可燃物 不燃物 可燃物

30

11月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

２日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
大橋クリニック（内・消・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛） 祝 吉 町 ☎45-2266
橘病院（整） 中 町 ☎0570-01-7236
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

３月

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
坂田医院（内・消（胃内）） 三 股 町 ☎51-2003
柳田病院（外） 東 町 ☎22-4862
横山病院（消（胃外）） 都 島 町 ☎22-2806
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 若 葉 町 ☎46-9191

９日

ふくしまクリニック（内・消・小） 下 川 東 ☎46-5001
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
都城在宅医療クリニック（内） 南横市町 ☎58-9808
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

16日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

23日

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000
宮永病院（内・胃・外） 松 元 町 ☎22-2015
メディカルシティ東部病院（内） 立 野 町 ☎22-2240
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
さかいクリニック形成外科・皮ふ科（形・皮） 大 王 町 ☎57-0155
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

24月

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
坂元循環器内科医院（内・循） 宮 丸 町 ☎57-9933
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 下 川 東 ☎80-4313
清風会クリニック（泌） 栄 町 ☎25-1177
すみ産婦人科医院（産・婦） 東 町 ☎23-1152

30日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
有川呼吸器内科医院（呼・内） 上 川 東 ☎24-6677
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
もちお蛯原医院（整・形） 蓑 原 町 ☎21-5355
いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

日 病院名 町　名 電話番号

7 日

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上 川 東 ☎23-2311
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

14日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
いづみ内科医院（内） 鷹 尾 ☎22-7111
都北ごとうクリニック（外・肛） 都 北 町 ☎38-6060
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

11月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間
＝

11
月
９
日（
日
）～
15
日（
土
） 

●
２
０
２
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
＝

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る

死
亡
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

初
日
で
あ
る
11
月
９
日（
日
）は
、
防

火
意
識
の
高
揚
や
１
１
９
番
通
報
に
つ
い

て
の
知
識
と
理
解
を
深
め
る「
１
１
９
番

の
日
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
、
そ
し
て
適
切
な
維
持

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
消
防
局
予
防
課

☎
22
－
８
８
８
４

休日急患診療機関 12月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

「
令
和
７
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
」を
実
施
し
ま
す
！

急
ぐ
日
も
　
足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し

０
１
２
０－
71
－
１
４
１
７

　
ま
た
は

０
１
２
０－
71
－
１
４
１
８

※�

電
話
番
号
が
、
以
前
の
番
号
か
ら
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
番
号
で
も
同
じ
内

容
が
流
れ
ま
す
。

「
防
災
無
線
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
で
、

も
う一度
聞
き
た
い
」「
発
令
さ
れ
た
避
難

情
報
を
確
認
し
た
い
」
と
い
う
人
は
、
電
話

で
音
声
確
認
で
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
た
め
、
通
話
料
金
は

発
生
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

町
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
は
、
文
章
で
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
。

●
電
話
で
確
認
す
る
際
の
注
意
点
＝

・�

24
時
間
３
６
５
日
利
用
可
能
で
、
放
送

直
後
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

・�

放
送
内
容
を
確
認
で
き
る
の
は
、
当
日

の
み
で
す
。

・�

同
時
に
た
く
さ
ん
の
人
が
電
話
を
か
け

る
と
、
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
少
し
時
間

を
お
い
て
、か
け
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課
危
機
管
理
係

☎
52
－
１
１
１
０

防
災
無
線
の
放
送
内
容
が「
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」で
確
認
で
き

ま
す
！

図書館休館日図書館休館日

図書館休館日図書館休館日

図書館休館日図書館休館日
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
河
川
を
見
守
り
30
年

平
成
６
年
に
始
ま
っ
た
、
町
の「
河

川
浄
化
等
推
進
員
」制
度
。
開
始

当
初
か
ら
今
年
３
月
ま
で
、
約
30
年
も
の

間
活
動
し
て
い
た
大
峰
愿
さ
ん
。「
活
動

を
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
家
電
、
タ

イ
ヤ
の
ほ
か
に
も
、
事
業
所
が
捨
て
た

と
思
わ
れ
る
ご
み
ま
で
も
河
川
に
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

誰
か
の“
悪
意
”を
目
の
当
た
り
に
す
る

日
々
だ
っ
た
が
、
誰
を
責
め
る
で
も
な
く

「
も
っ
と
広
報
し
な
い
と
い
け
な
い
」と

考
え
て
い
た
。
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の

回
収
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報
活
動
を

積
み
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
河

川
の
ご
み
が
減
っ
て
い
っ
た
。「
今
は
、以

前
と
比
べ
て
河
川
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
ね
。
ま
ち
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
よ
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。
90
歳
を
超
え

推
進
員
を
退
任
し
た
今
で
も
、
河
川
浄
化

活
動
に
励
む
大
峰
さ
ん
。
ま
ち
の
河
川
を

守
り
続
け
る
澄
ん
だ
心
は
一
切
の
濁
り
も

見
せ
な
い
ま
ま
、
こ
れ
か
ら
も
関
わ
る
人

た
ち
の
心
を
動
か
し
続
け
て
い
く
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

小
鷺
巣
在
住 

大お
お

峰み
ね

　
愿す

な
お（

９１
）さ
ん

澄
ん
だ
水
、澄
ん
だ
心

199

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って

お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2025.11　vol.663

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星・ご長寿万歳については、申込
者多数のため、新規受付を一時停止しています。
受付再開まで、しばらくお待ちください。

瀬せ

尾お

　
ま
な
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
12
月
３
日
生
ま
れ（
２
歳
）

瀬
尾
貴
英
さ
ん・日
十
美
さ
ん
の
次
女

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ま
な
ち
ゃ
ん
。
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
大
き
く
成
長
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

わ
が
家
の
癒
し
担
当
♥
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
♥
大
好
き
だ
よ
♥
♡

西に
し

　
　
優ゆ

う

琥く

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
１
月
13
日
生
ま
れ（
３
歳
）

西
優
二
郎
さ
ん・貴
子
さ
ん
の
四
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

11月の旬の食材
・白菜
・ニンジン
・サツマイモ
・シイタケ
・みかん

※材料は全て1人分です

❶❶
❷❷

❸❸

❹❹

体育大会の 200㍍走に立候補し
た三股中時代。予行練習で、全校生
徒（約 1,000 人）の前で走りまし
たが、周りのみんながとても速く大
恥をかいたことを思い出します。友
人に「頼むから、私の代わりに走っ
てくれ」などと頼み込み、代わりに
走ってもらいました▼子どもの頃、
母に「速くなくてもいい、頑張って
いる姿が見たいんだよ」と言われた
ことは忘れがたい思い出ですが、当
時の自分には全く理解できないもの
でした▼表紙写真や「まちの話題」
で紹介した、三股中学校の体育大
会。写真を撮りながら、母の言葉を
思い出しました。「みんな、頑張って
いる！頑張っている姿は美しい！」。
そう、強く感じた一日でした。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和７年11月１日号No.663

町
観
光
協
会
が
、
ん
じ
ゃ
様
の
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
作
り
ま
し

た
！
そ
の
名
も「
ん
じ
ゃ
様
の
運
だ

め
し
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」。
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
―
パ
ー
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
運
試
し

が
で
き
、
ト
イ
レ
の
時
間
が
楽
し
く
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最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報

❶ 主食/白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜/鶏モモ肉と白菜のとろとろ煮
203㌔㌍　塩分1.3㌘
材　料　�鶏モモ肉…80㌘、白菜…100㌘、ニンジン…20㌘、

コショウ…少々、●おろしショウガ…小さじ1/2、
●酒…小さじ1、●砂糖…小さじ1/2、●しょう油
…小さじ1、●片栗粉…小さじ1と1/2、●水…50
㍉㍑

作り方	 ①●の材料を混ぜ合わせておく。
	 ②鶏モモ肉は一口大に切り、コショウをふる。
	 ③白菜は一口大、ニンジンは半月に切る。
	 ④�フライパンに鶏肉を並べ、蓋をして弱火で両面焼く。
	 ⑤�白菜とニンジンを加え、しんなりするまで炒め

たら①を加え、とろみがつくまで混ぜながら加
熱する。

❸ 副菜/チーズ入りサツマイモコロッケ
297㌔㌍　塩分0.8㌘
材　料　�サツマイモ…80㌘、タマネギ…15㌘、クリームチーズ

…20㌘、塩…小さじ1/10、コショウ…少々、薄力粉
…小さじ1、卵…20㌘、パン粉…5㌘、揚げ油…適量

作り方	 ①�タマネギはみじん切りにして耐熱容器に入れ、ラップ
をかけて電子レンジで加熱する。（目安）600w１分

	 ②�サツマイモは皮をむき、さいの目に切り、鍋に入れ、
かぶるくらいの水を入れて火にかける。柔らかくなっ
たらザルに取り、水気を切る。

	 ③�②をボウルに移しつぶす。①と塩、コショウを混ぜ
て粗熱をとる。２等分にして真ん中にクリームチーズ
を入れて丸める。薄力粉、溶き卵、パン粉の順に
つける。

	 ④170℃に熱した油で色よく揚げる。
❹副菜/シイタケのニンニク炒め
57㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�シイタケ…50㌘、ニンニク…1/2かけ、ゴマ油…小さ

じ1、▲しょう油…小さじ1/2、▲酢…小さじ1/2、▲
ネギの小口切り…5㌘

作り方	 ①�シイタケはスライスする。
	 ②�フライパンにみじん切りにしたニンニクとゴマ油を入

れて熱し、香りが立ったらシイタケを入れて炒める。
水（分量外）少々を加え蓋をして蒸し焼きする。

	 ③ボウルに▲と②を入れて和える。
❺もう一品/みかん
30㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�みかん…1個

★総エネルギー　840キロカロリー　塩分：2.6g

❺❺
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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